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１．はじめに 
2016 年 4 月より，地球観測衛星 TERRA 号（NASA・経

済産業省）に搭載されている光学センサーである Aster で
取得されているデータは，Aster-VA として Band3 の後方

視以外のすべての波長の画像が，クリエイティブ・コモン

ズ 2.1 ライセンスとして公開が開始され，産業技術総合研

究所が運営する MADAS（http://gbank.gsj.jp/madas/）を

通じて，だれもが無償で入手でき，自由に利用できるよう

になった．Aster は広い波長帯のデータが取得されている

ことから，無償公開されたことにより，商業利用・研究利

用など，これまで以上に幅広い分野での利用が期待される． 
本研究では，Aster-VA データから得られる情報のうち，

TIR（Thermal Infra-Red）画像に焦点を絞り，Aster-VA
データから算出される輝度温度と，過去に Aster データの

高次プロダクツとして提供されていた地表面温度（2B03）
とを同様に扱うことができるか検討を行う． 
 
２．Aster-VA データの概要 

Aster-VA データは，可視光線の緑色と赤色・近赤外線

（NIR）・超短波赤外線（SWIR，機器寿命により 2007 年

7 月まで）・熱赤外線（TIR）の第 1 表に示す観測データと，

Band3 のデータから求められた数値地形モデル（GDEM，

Global Digital Elevation Model）が提供されている． 
提供されるデータは幾何補正が施された状態の GeoTiff

形式もしくは KML 形式であり，GIS（地理情報システム，

Geographic Information System）などを用いることで，

様々な分野への応用を容易に行うことができる． 
 

３．放射輝度温度の算出 
Aster-VA の熱赤外線データのうち，Band13 のデータを

用いて放射輝度温度を算出する．Band13 のほか，Band12
や Band14 などの熱赤外線データでも放射輝度温度計算を

行ってみたものの，良い結果をえられず Band13 のみで議

論を進める．なお，今回は大阪市を中心とする領域で，2011
年 10 月 24 日に取得されたデータを例として用いる． 

 

第 1 表 Aster-VA として提供されるデータの一覧 

種類 
バ
ン
ド

波長帯 
(µm) 

空間 
分解能

(m) 

可視光線 緑 1 0.520– 0.600 15 

可視光線 赤 2 0.630– 0.690 15 

近赤外線 (NIR) 3 0.760– 0.860 15 

短波長赤外線 
(SWIR) 

4 1.600– 1.700 30 

5 2.145– 2.185 30 

6 2.185– 2.225 30 

7 2.235– 2.285 30 

8 2.295– 2.365 30 

9 2.360– 2.430 30 

熱赤外線 
(TIR) 

10 8.125– 8.475 90 

11 8.475– 8.825 90 

12 8.925– 9.275 90 

13 10.250– 10.950 90 

14 10.950– 11.650 90 
 
一般に，衛星データから放射輝度温度を求める方法とし

て，プランクの逆関数が用いられることから，本研究でも

これを用いて算出する．式 3.2 で放射輝度 L を求め，さら

に，式 3.1 を用いて放射輝度から輝度温度 Tva を算出した． 
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ここで，DN は衛星画像の画素値，UCC は単

位変換係数，C1 と C2 は定数，λは取得されて

いる波長である．Aster-VA データの画像値 0
は欠損データであるため，今回は無効データ

（Null）として扱っている． 
なお，比較対象とする地表面温度（2B03）は，

絶対温度 K で供給されていたことから，式 3.1
と同様に摂氏に換算している． 
 
4．算出結果 
4.1 Aster-VA データ 
第 1 図に Aster-VA データから求めた放射輝

度温度を示す．図の領域での最高は 29.7℃，最

低は－1.4℃，平均 20.5℃であった．最高地点

は工業用地にある製鉄所であることが認められ

た．最低地点は大阪ドームの屋根であることが

認められた． 
4.2 地表面温度（2B03） 

第 2 図に地表面温度（2B03）を示す．図の領

域での最高は 40.7℃，最低は 7.6℃，平均は

27.4℃であった．最高地点は工業用地にある製

鉄所であることが認められた．最低地点は大阪

ドームの屋根であることが認められ，Aster-VA
データと同じ場所であった． 
4.3 放射輝度と地表面温度の関係 
それぞれの温度から関係を求めた．相関 R は

0.81 であった． 
 
5．差異が生じている要因 
放射輝度温度と地表面温度の相関は先に述べ

た通りであるが，全く同じタイミングで取得さ

れているにもかかわらず，第 4 図に示す通りの

差異が生じている．領域全体での差異は約 7 度

であった． 
今回求めた放射輝度温度は大気補正を施して

いないものの，場所によって差異の発生状況は

異なることから，大気の影響を受けていること

は考えづらい．大気以外のなんらかの影響を受

けている可能性があることを言える． 
差異が発生している個所は，都市部の中心部

（主に商業用地）では一律に 5℃前後の差であ

ったが，周辺地域では差が大きく，特に沿岸域

で顕著な差が発生している場所があることが第

3 図からも確認できる．沿岸域は主に工業用地

であり，工業用地が相関を下げている可能性が

ある． 
 
6．おわりに 

Aster-VA データから求めた放射輝度温度と，

これまで有償で提供されていた地表面温度

（2B03）は，明確な差が確認され，放射輝度温

度を地表面温度として用いることは難しいこと

がわかった．特に，今回行った検討では沿岸部

の工業用地で顕著な差が認められることから，

工業用地を多く含む領域では，差異が発生して

いることを念頭において議論する必要がある． 
また，今回行ったシーンのみ偶然にも差異が

生じている可能性も考えられることから，他の

シーンでも今回と同様の手順で放射輝度温度を

求め，検討を行っていく必要がある． 

 
第 1 図 Aster-VA データによる放射輝度温度の算出結果 

 

 
第 2 図 地表面温度（2B03）の算出結果 

 

  
第 3 図 放射輝度温度と地表面温度（2B03）の差の状況 

（10℃以上差が生じた地点のみ抜粋） 
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